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(2）緊急事態宣言から zoom 授業開始まで  




また本来であれば、4 月 9 日より授業が開始される予定であったが、新型コロナウイルス  
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感染症拡大の防止のため、4 月 19 日まで休講の措置が取られた。緊急事態宣言は 4 月 16 日
には全国に拡大され、授業開始は 5 月 7 日からとなった。学生には、週に 1 回程度電話で近
況確認をおこなうとともに、感染予防について指導をおこなった。  
(3) ホームルーム、授業、休み時間での指導  
4 月 28 日に初めて zoom でのホームルームを実施し、再度感染予防について説明をおこ  



















体温 検温時間 体温 検温時間





6月1日 月 : : ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし 学校・自宅
6月2日 火 : : ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし 学校・自宅
6月3日 水 : : ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし 学校・自宅
6月4日 木 : : ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし 学校・自宅
6月5日 金 : : ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし 学校・自宅
6月6日 土 : : ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし 学校・自宅
6月7日 日 : : ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし 学校・自宅
6月8日 月 : : ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし 学校・自宅
6月9日 火 : : ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし 学校・自宅
6月10日 水 : : ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし 学校・自宅
6月11日 木 : : ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし 学校・自宅
6月12日 金 : : ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし 学校・自宅
6月13日 土 : : ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし ある・なし 学校・自宅





咳 痰 喉の痛み 倦怠感
記載例







表  1 体調チェックシート  
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うに指導をおこなった。基礎実習 2 週間前より、1 日 1 回朝の検温から昼にも測定をするこ
ととして午前、午後の体調の変化を確認できるようにした。  










実施した。実施にあたっては、時間帯を学生間で検討し、昼の時間については 12 時 50 分か
ら実施することとなった。実施グループは机の列ごとで 9~10 人の日替わりで様子を見るこ
ととなった。  










 第 2 段階は、週 3 日（月・火・木）
の登校となり、教員は時々見守りをおこなう程度となった。  
第 3 段階、週 4 日（月・火・木・土）の登校となった時には、学生間で声をかけ合いなが  
ら実施をするようになり、教員の介入は不要となった。  
表 2 消毒液の作り方  
次亜塩素酸ナトリウム消毒液（ 0.05%）の作り方  
 500 ㎖のペットボトル 1 本の水に対し塩素系漂白剤 5 ㎖  
（ペットボトルのキャップ 1 杯分）を入れる。  
 





※作業後は手を洗うこと   
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(2) 実習前の施設職員の講義  
8 月の基礎実習に向けて、7 月 18 日に実際に施設等で職員に陽性者が出たときの対応等  
について、施設当事者からの講義を受け、感染症予防に努めることの重要性を学んだ。また、
正しい手洗い方法の講義を受けた。  




を軽減させるため、zoom での打ち合わせをおこなった。  
 協力実習施設及びプロジェクトとの実習イメージは、図 1 のとおりである。  
(4) 実習前オリエンテーション  
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(5) 手洗いチェッカーにおける手洗いのチェック  
 実習前に 1 週間お盆休暇があったため、実習初日は学内実習をおこなった。  








(1)対象者：2020 年度 健康福祉学科入学生 37 名  
(2)期 間：2021 年 1 月 8 日から 2021 年 1 月 9 日  









図  1 協力実習施設及びプロジェクトと実習イメージ  
出展：井上理絵（2020）「感染症と学生生活」  
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調査結果は目的以外には使用せず、データーの管理は数値化・記号化し、個人を特定されな  
いように配慮をおこなった。本調査については 2021 年 1 月 5 日富山短期大学倫理審査会に  
て承認を得ている（受付番号 R2-18）  
  
3．調査項目  






















(1) 感染症予防における意識と行動の変化  
 令和 3 年 1 月 8 日 17 時から 9 日 17 時を締め切りとして、グーグルフォームにて質問紙  
調査法でおこなった。回答は 37 名中 25 名から得られ、回答率は 67.5％であった。  
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ない」＋「不安ではない」）と答えた人が 36%となっている。  
 
 
② どのようなことに不安を感じていたのか  
 どのようなことに不安を感じていたのかの問いへの回答は、表 3 のとおりである。  
表 3 どのようなことに不安を感じていたのか  


























































③ 自分の健康状態への関心  
自分の健康状態への関心についての問いについての回答は、図 3 のとおりである。  
入学前、ある（「ある」＋「どちらかといえばある」）と答えた人が全体の 84％であった。
入学後の対面授業開始時では、92％となり現在では無回答者 2 人を外すと 91％とほぼ変わ
らない。  




















不安 どちらかといえば不安 どちらかといえば不安ではない 不安ではない
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④ 入学前と現在の感染予防の比較  
 入学前と現在の感染症予防についての問いに関しての比較は、図 4 のとおりである。  
入学前では、「マスクの着用」100％、「手洗い」88％、「うがい」56％、「三密回避」  
48％「その他」12％で、「おこなっていない」0％であった。  
現在では、「うがい」が 56%から 48％に減少し、「三密回避」が 48%から 64％に増加した。  
 
 
⑤ 人と話すときの一定の距離の取り方  
 人と話すときに一定の距離を取っているかについての問いの回答は、図 5 のとおりであ
る。  
入学前に「人と話すときは一定の距離を取るようにしていた、どちらかというとしていた」
と答えた人は、全体の 52％で、入学後では 64%、現在では 56%で入学後より減少している。  




















ある どちらかといえばある どちらかといえばない ない 無回答
図  4 入学前と現在におこなっている感染症予防  
 

























している どちらかというとしている どちらかというとしていない していない
図  3 健康状態への関心  
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⑤ 入学前と現在の手洗い状況  
 入学前と現在の手洗い状況についての問いの比較は、図 6 のとおりである。  
入学前は、「食事の前」56％、「排泄後」88％、「鼻をかんだとき」20％、「外出後の帰宅  
時」88％、「外出先を出るとき」0.8％、「外出先に到着したとき」20％、「その他」0.4％  




時」は、0.8％から 36%に、「外出先に到着したとき」は、20%から 44％と増加している。  
図  6 入学前と現在の手洗い状況  
  
⑥ 現在、手洗いに点数 100 点満点中、何点か  
 現在の手洗い点数の平均点は、表 4 のとおりである。全体の手洗い点数の平均は、66.0 点
であった。次に不安と回答したものと、不安では 表 4 現在の手洗い点数平均点 n=24 
ないとしたものに分け平均点を見たところ、不安
と回答したもののうち未回答 1 人をはずし、15 人





⑦ 使用教室等の消毒についての提案の感想  
22 名が回答した。「消毒をすることは、よいと思う」12 名、「必要な事だと感じていた」




 人数  平均点  




不安  15 人  62.6 
不安  
ではない  
9 人  71.6 
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⑧ 使用教室等の消毒を実際に実施して感じたこと  
 使用教室等の消毒を実施して感じたことを自由記載とし、内容は表 5 のとおりである。  
  表 5 使用教室等の消毒を実際に実施して感じたこと   
・感染対策がしっかりできたと思うので良かったと思う  
・いいと思う ・少しでも安心できるのでいいと思う ・綺麗にされてある  
・短大では感染者が出ていないので､消毒の効果があるのかなと感じた  
・大変だけどする意義はあると思った。ただ、ハイターしたあと直ぐに水拭きして効果があるのか （2 件）  
・消毒作業を行うのは良いが、前期に比べてきっちり消毒をやる人が減った  










・無回答 4 件  
 
⑨ 基礎実習前に学内でおこなっていた感染症予防は役に立ったか  




⑩ 基礎実習先の施設・事業所ではどのような感染症対策について  
 実習先の感染症対策についての問いについての回答は、図 7 のとおりである。  
実習先の施設・事業所では、感染対策として、マスクの着用、アルコールでの消毒、施設
内の消毒、換気や三密回避が実施されていた。  
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⑪ 基礎実習先で感染症対策を見学・体験をしての感想  
 基礎実習先で感染症対策を見学・体験しての感想は、表 6 のとおりである。  






・短期大学と同じような感染症対策だった   （2 件）  
・アルコール消毒を徹底していた  ・徹底していると感じた  （5 件）  
・短時間に何度も消毒を行っていたのですごいと感じた  









・無回答  （4 件）  
 






業」100％ が「役に立った・まあまあ役に立った」と回答した。  






































役に立った まあまあ役に立った あまり役に立っていない 役に立っていない
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⑬ 現在、感染症予防で意識して気をつけていること  
 現在、感染症予防で意識して気をつけていることについての問いの回答は、表 7 のとお
りである。  
表 7 現在、感染症予防で意識して気をつけていること  
・手洗いの徹底、外から帰ってきたら手洗いうがいをすること  
・消毒をこまめにすること  
・3 密を避けることを特に心がけている  ・密にならないように行動をしている  
・換気、こまめに水を飲むようにしている  
・手洗いうがい･三密回避  






・無回答 4 名  
 
⑭ その他、感染症対策についての意見・要望・感想など  







 ①正しい知識  












 ③手洗い  
  実際に手洗いがきちんとされていたかどうかを目視できる「手洗いチェッカー」につい
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 基礎実習前に学内でおこなった感染予防が役に立ったかという問いに、役に立った（「役  
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